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6， 鋼船規則 B 編及 び同検査要領 C 編に おけ る改正 点の 解説

　　　　　　　　　（甲板上 木材積付設備関連）

1．は じめ に

　平成 9 年 10月 310 付規則 42 号 及 び 達 34 号 （外 国籍船

舶用 ）並 び に 平成 10 年 7 月 1 日付 規 則 27 号及 び 達 29 号

（日本籍船舶用）に よ り，鋼船規則 B 編 及 び鋼 船 規則 検査

要領 C 編
一

部 を改 正 した。以 下，改正 され た 内 容 に つ い

て解説す る。

2．改正 の背景

　現 行 の 鋼船規則で は ，木材満載喫水線 を標 示 す る船 舶 の

み 甲板上 木材積付装 置 の 図 面 承 認 及 び 定 期 的 検 査 時 にお け

る 検査 が 要求され て い る。一
方 1 木 材乾玄 を標示 す る船舶

と同様な木材積付装置を設 備 して い る船 舶 で も復原性上 十

分な乾玄が 確保 で き る場 合 ，木材 乾 玄 を標 示 せ ず運 航で き

る。こ の た め ， 当 該 設備 の 図面承認及び 検査を受ける こ と

な く，木 材 運 送 に 従 事 し て い る 船舶 が あ る。そ こ で ，依 然

と して 発 生 す る 甲板積付木材 の 流出 事故 に 鑑 み ，
こ の よ う

な事 故 を減少 させ る こ とを 目的 と して，製造 中登 録 検査 時

に は 甲板上 木材積付装置 を 有す る船 舶 に 対 して ，木 材 乾 玄

の 標示 に 係 わ らず，当該設 備 の 図 面 承認 を要求 す る こ と と

し，当該装置 にっ い て は 定期 的検査 時 に お け る検査 の 対象

と した 。

3．改正 の 概要

　甲板上 木 材 積 付 装 置 等 の 設 備 を 有す る 船舶 に 対 して ，木

材乾玄 の 標 示 如何 に拘 わ らず，当該設備 は 製造中登録検査

時 の 図 面承 認及 び 検査 の 対象 と し た．ま た，木材積付装置

の 甲板積み 木 材貨物 の 高 さ，積付 け及 び 定着 に 必 要 な 装 置

に つ い て は ，1996 年 の 満載喫水船 に 関 す る 国 際 条約 に よ

る もの とす る 。

4．改正の 内容

4．1　 鋼船規則 B 編

（1）提 出 図 面そ の 他 の 書類

　　鋼船規則 B 編 2 章 「登録検 査 」 の 2．1．2−1．（1）（r）に お

　 い て ，木材積付装置 に 関 連す る 図 面提 出 を木 材 満 載喫水

　線 を標示 す る 船舶 に 対 し て 要 求 し て い た が，そ の 対 象船

　舶を甲板上 に木材を運搬す るた め の 設 備 を有す る船舶 と

　 し，製造 中登 録 検 査 時 の 提 出 図 面 そ の 他 の 書 類 の 提 出 を

　要 求 した。

（2） 現 状 検査

　　鋼 船 規 則 B 編 3 章 「年 次 検査 」 に お い て ，3．2．2 表

　B3．2 の 12 と し て の 現状検 査 は ，甲板 上 に設置され る積

　付 及 び 固定 の た め の 設備 を有す る すべ て の 船舶 （た だ し，

　製造 中登 録検査 時に 当該設備 に つ い て 図 面 承 認 され た船

　舶 に 限る）にっ い て確認 を行 うこ とを規 定 した。

42　鋼船規則検査要領 C 編

（1） 特 殊 な形 状 ， 特殊 な ギ 要 寸 法 又 は 特別 な 貨物 を運搬す

　 る船 舶

　　鋼船規 則 検査 要 禎 C1 「通 則 二 に お い て ，　 Cl．1．3−

　1．（3）  を 追加 した。ま た，木 材 を 運 搬す る船舶 の うち

　原 木 を運搬 しな い 船舶 へ の 斟酌親 定 も追 加 した。

7． 鋼船 規則 B 編，C 編及び CS 編並びに 同検査要領 に おける改正 点の解説

　　　　　　　　 （ロ
ー

ディ ン グマ ニ ュ アル 及 び積付計算機関連）

1． は じめに

　鋼 船 規則 B 編 ，C 編及 び CS 編並 び に 同検 査 要 領 の ロ
ー

デ ィ ン グマ ニ ュア ル 及 び 積付計算機 に係 わ る 規 定 の
一

部 を

次 に よ り改正 した。

（1） 平 成 9 年 10月 31 日付規則第42 号 並 び に達 第 34 号及

　び 第 36 号（外国籍船舶）

　　鋼船規則 B 編，C 編及 び 1司検査要 領 C 編，並 び に 船

　用 材 料 ・機器等 の 承 認 及 び 認 定要領 の 積付 計 算機 に係 る

　規定

（2＞平成 10年 7 月 1 日付規則 第 29 号及 び 第 27 号 （外 国籍

船舶 ）並 び に 同 U 付 達第 34 号 ， 第 29 号及 び第 33 号（目

　本籍船舶）

　 釧船規則 B 編，C 編及 び 同検 査 要領 C 編，並 び に 船

用 材 料 ・機 器 等 の 承 認 及 び 認 定 要 領の ロ
ーデ ィ ン グマ ニ

　ュア ル 及 び積付計算機 に係わ る規定

（3）平成 11年 12 月 25 日付達第 51 号（外国籍船舶〉及 び 第

54 号（日本籍船舶）

　 鋼船規貝1」検査要 領 C 編 の 貨物積付／荷揚げ手順 に係 る

規定

　以 下，改正 され た 規則 に つ い て 解説 す る。

2，改正 の 背景

　IMO 及 び IACS に お い て ，　 Bulk　Carrier　Safetyに 関 連 し

て ば ら積貨 物 船 等 に 対 す る不 適 当な 積 付 に よ る事 故 の 防 1ヒ

を 目的 と し，m 一
デ ィ ン グマ ニ ュ ア ル 及 び 積付計算機 に 関
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して 検 討 を行 っ た。

　そ の 結果，IMO に お い て は SOLAS 新 XI 工章第 11規貝1」

と して ，Lf（船 の 乾玄 長 さ〉が 150m 以 上 の す べ て の ば ら積

貨物船 に 積付計算機 を備 え付 け させ る こ と と した。

　さ らに ，IACS に お い て は ばら積貨物船 が所持すべ き ロ

ー
デ ィ ン グマ ニ ュ ア ル の 記載事項 と積付計算機 の 機能 に 関

して ， そ の 内容 を 詳 細 に 定 め る た め に ，
IACS 統

一
規則

（Unified　Requirement；以 下 UR とい う）が見 直され，ばら

積 貨 物 船 ，鉱 石 運 搬 船 及 び 兼 用 船 に 適用 され る追加要 件 が

UR 　SIA と して 制定 され た。また，同様 な 目的 か ら 般 船

舶 に 対す る 適用範囲の 拡大 も同時に 検討 され一
般船舶 に対

して URS1 が 改正 され た。

　 こ の UR 　SIA で 要 求 し て い る追力11要件 に規定 し た標準的

な貨物積付／荷揚げ手 順 とし て は，新造船 と現存船 と もに

均 等 積 み と不均 等積 み だ け を 対 象 と して い た が ，各船級協

会 間で の 相 違 を な くす た め に 短 期 航海 時の 積 付 状 態 な どを

追 加 す る よ う URSIA が 改 正 され た。

　今 回，こ れ らの 検討結 果 を反 映 し，鋼 船 規 則 B 編，C 編

及 び CS 編 を一
部改正 した。

3。改正 の概要

3．11997 年 10月改 正

（1） 現 行 規 則 で は，C 編 30 章 及 び 31 章 の 適 用 を うけ る鉱

　 石 運 搬 船 及 び ば ら積 貨 物 船 に 対 し て 1994 年 1 月 1 目以

　降に 製造中登 録検査申込 み を行っ たもの で Lfが 100m 以

　上 の もの に積 付 計 算機 の 備 え 付 け を 義 務づ けて い た が ，

　Bulk　Carrier　Safetyの
一

環 と し て 多様化 す る積付状態 に

　対 応す る為 に，今 回 Lf が 150m 以 上 の 現 存ば ら積貨物

　 船 （1994年 1 月 以 前 に製 造 中登録 検 査 申 し込 み を行 っ た

　ば ら積貨物 船 〉に 対 して も 計 算機 の 備 え付 け を 要 求 す る

　 よ うに C 編 31．9（外 国籍 船 の み 〉に規 定 した、

3．21998 年 7 月 改正

（1） 現行 規 則 で は ロ ーデ ィ ン グマ ニ ュ ア ル 及 び 積 付 計 算機

　 に関 す る要 件 を C 編 15章 「縦 強度 」 中に規定 して い る

　が，今 同 の 改 正 要 件 の 中 に は 縦 強 度 に限 らず 局 部 強 度 に

　関連 す る積付 条件 も含ま れ る こ とか ら，
こ れ らの 要件 を

　新た に C 編 34 章 「ロ
ーデ ィ ン グマ ニ ュ ア ル 及 び積 付 計

　算機」 及 び CS 編 25 章 「ロ
ーデ ィ ン グマ ニ ュ ア ル 」 と

　 して 独立 した 章 を設 けた。

（2）現行規則 で は ロ
ーデ ィ ン グマ ニ ュ ア ル を Lfが 100　m

　以 Eの 船 舶 に 備 付 け る よ う要 求 して い た が ，1998 年 7

　月 1 日以降 に 建 造契約 が行 われ る船舶 （以下，新船 と い

　う）か ら，こ れ を Lfが 65　m 以上 の 船舶 に備 え付 け る よ

　うに 改 め た。た だ し，Lfが 100m 未満の 現 存船舶 に は 現

　行の ま ま積付計算機の 備 え付けを免除 した。

（3）　Lfが 150m 以上 の ば ら積貨物船，鉱石 運 搬船 及び 兼用

　船 に 対 し て は ，現行 の 要 件 に 加 えて ，各 貨物 倉 ご との 積

　載重量等 の 要件，さ らに 単船側構造 の ば ら積貨物船 に対

　 し て は 損傷時の 縦 強度等の 要件 を 追加 し た。

3．31998 年 12 月改正

（1＞ C 編 34章の 貨物 積付／荷揚げ手順を記載すべ き積付状

　態 が 明確 で あ る 必 要性 か ら，UR 　SIA に ANNEX 　2（現存

　船 ）と ANNEX 　3（新造 船 ）が 制 定 され た 。
こ れ と同様 に鋼

　船規則で の 対象 とな る積付 状態 を 追加 した。

4．　 改正の 内容

4．11997 年 10月 31 日付改 正

4，1，1B 編関連

　C 編 31．9 積 付 計算機 の 新 設 に伴 い
， 関連す る規 定項番

号 を整 合 させ た。

4．1．2C 編関連

（1）　 「31．9 積付計算機 」 と して 新た に 規定 を 追加 した 。

（2）現存船 に 対 し て は ，現行 規則 の 機 能 を有 す る 積付 計 算

　機 の 備付けが 要求され る。鋼船規則 で は 1994 年 1 月 1

　 凵以 降 に製造中登 録検査の 申込 み が あっ た船舶 に は 計算

　機 の 備 付 けが 既 に強 制 化 して い るの で，当該船舶 以 外 の

　船 舶 につ い て こ の 要 件 を遡 及 適用 す る。

（3） 検査 要 領 に 計 算機 の 機 能 要 件 と設 置 要 件を 明確 に した．

4．1．3 船用 材料 ・機器 等 の 承 認 及 び認定要 領関連

　7 編 2 章　積付計算機 の 仕様承 認

　C 編 31．9 積付計算機 の 新設 に 伴 い ，B 編 と同 様 に 関連 す

る 規定 項 番 弓
．
を 整 合 させ た。

4．21998 年 7月 1 日 付改正

4．2．1B 編関連

　 ロ
ーデ ィ ン グマ ニ ュア ル 及 び計 算 機 に 関す る C 編 15章

か ら C 編 34 章への 規定の 移行 と CS 　sn　25章の 新設に 伴い ，

関連す る規 定項 番 号 を整合 させ た。

4．2．2　C 編 関連

　34 章　 ロ
ー

デ ィ ン グマ ニ ュ ア ル 及 び 積付計算機

（1＞　34．1　一般

　（a）Lfが 100　m 以 上 の 新船 に 対 して は，ロ
ーデ ィ ン グマ

　　ニ ュ アル と積付計算機 に関す る規定 は現行 の まま と し

　　た。IACS　UR 　S1 （Rev．41997 ）で 1ま 100m 未満の ガ ス ・

　　ケ ミカ ル タ ン カ
ー

な ど に も積付計算機 を 備 え る よ う要

　　求 して い る が，こ の よ うな船舶 で は縦 強度 に余裕 が あ

　　るた め，偏 積 を行 っ て も発 生 す る静 水 申縦 曲 げ モ
ー

メ

　　ン トが 許 容 値 を超 え る心 配 が な い こ と や，積付計算機

　　を もた ず とも 閥題 を起 こ して い な い と い う実績 を 配 慮

　　して ，IOOm 未 満 の 船 舶 に は積 付 計 算機 を要 求 し な い

　　こ と と した。

　（b） 100m 未 満 の 新船 に対 して は，簡易なロ
ー

デ ィ ン グ

　 　マ ニ ュ ア ル （慨 要 及 び標 準積 付 状 態 σ）み を記 載 ）の 備 付

　　け が 要 求 され る。

（2） 34．2 新 造 ば ら積 貨物 船 ，鉱 石 運 搬 船 及 び 兼 用 船 の 追

　 加 要 件

　 ば ら積貨物 の 種類や 運 航 方 法 の 多様 化に伴 な い
， 従 来 の
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積 付 状態 と異 な る積付 を行 う場 合が増え て お り，こ れ らに

対 して 誤 っ た 積付 を 行 うこ と に よ る 船 体 の 損 傷や 事 故 を 防

1ヒす るた め 新た に 追加要件を定め た。

　（a） Lfが 150m 以 上 の ば ら積貨 物 船，鉱 石 運搬船及 び 兼

　　用 船 に対 し て
，

ロ ーデ ィ ン グマ ニ ュ ア ル 及 び 積付計算

　 機 の 追力ll要件 （C 編 34．2及 び 34．3 の 規 定）を規定 した。

　 （b）新 造 ば ら積 貨 物 船 に 対 して は，u
一

デ ィ ン グ マ ニ ュ

　　ア ル に は 次の  
〜

  の 項 R に つ い て の 追 加 記載 が 要求

　　され，これ らの うち  〜  に つ い て は，積付計算機 に

　　対 し て も追加 の 計算機能 が 要 求 され る。た だ し，次 の

　　  ，  ，  及 び   に つ い て は，すべ て の 船舶 が こ れ ら

　　の 積付 を行 う訳 で は ない こ とか ら，あくまで 設 計条件

　 　 と し た場
．
合 の み 記 載 す る こ とが 要 求 され る。

　　  C 編 31A．5 の 貨 物 倉浸 水 II寺の 縦 強 度 に 係 る規 定

　　　 （IACS 　UR 　S17 関連 〉が 要 求 され る 船舶 に あ っ て は ，

　　　貨物倉浸水時 に お け る 静水中縦曲 げモ ー
メ ン ト及 び

　　　剪断力の 許容値

　　  喫水 の 変化 に 応 じ た 各貨物倉 の 最大許 容及 び 必 要

　　　最小 積載重 量

　　  喫水の 変化 に応 じた 隣接す る各 2 つ の 貨物倉の 最

　 　 　 大 許 容 及 び 必 要 最 小 積 載 重 量 （1999年 7 月 1 日ま で

　　　 に要 件 に適 合 す る こ と）

　　   積載 燃 料 を 制 限 し て 最 大 満 載喫 水 まで 貨物 を積 載

　　　す る 短 期航海 を行 う揚合の 積付 状態

　　   甲板及 びハ ッ チ カバ ー上 の 最大許容積載重量

　　   　多港積付／多港荷揚げ積付状 態

　　   バ ラ ス ト注 排 水 の 最大 容量

　　   均等積 と 隔倉積等 の 積付／荷揚げ手 順

　　　　 こ れ は，    に 関連 して ，タ
ー

ミナ ル で の ma1［1な

　　　積付 ／荷揚 げ を 行 い ，誤 っ た オ ペ レ
ー

シ ョ ン に よ っ

　　　 て 船体損傷 を 生 じさせ ない よ うに す るた め の 本船へ

　 　 　 の ガ イ ダ ン ス 的 な意 味合 い を持 っ て い る。

　 　   洋 上 で の バ ラス ト交 換 時 の 標 準 的 な 手順

　 （c） バ ラ ス ト状 態 にお い て は ， Peak　Tank を何 の 手段 も

　 　 講 じ る こ とな く半 載 に す る こ とに よっ て 縦 強 度 を満 足

　　す る よ うな積付 状態 を 設 計 条 件 に は 出 来 な い 旨の 規 定

　 　 を設 け た。

　 な お ，   の 詳 細 に つ い て は，付 録 を参 照 の こ と。

（3）34．2 現 存 ば ら積 貨物 船 ， 鉱 有 運 搬 船 及 び 兼 用 船 の 追

　 加要 件

　 （a） 1997年 10 月 31 日付 の 改 正 と 同様 な 内容 を規 定 した。

　 （b） 単 船 側 構 造 の 現 存 ば ら積 貨 物 船 に対 して は ，
m 一デ

　　 ィ ン グ マ ニ ュ ア ル に標 準 的 な 積付 ／荷揚 げ 手 順 を 追加

　　記 載 す る こ とが 要求 され る。

4．2．3 附属書 34，1．2 ロ ーデ ィ ン グマ ニ ュ ア ル に 関する

　　　検査 要 領

　 Lfが 100　m 未 満 の 船舶 に 簡 易な も の を備 付 け る が で き る

よ うに，ロ
ーデ ィ ン グマ ニ ュア ル の 構成部分 を見直 し， 同
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検査 要領 の 全体的な構成を整えた。

4．2．4CS 編関連

（1）25章 ロ
ーデ ィ ン グ マ ニ ュ ア ル

　Lfが 65　m 以 上 の 新船に 対 し て は ，簡易 な ロ
ーデ ィ ン グ

　マ ニ ュ ア ル の 備 え付 けが 要求 され る。

（2）検査要 領 CS25 ロ
ー

デ ィ ン グマ ニ ュ ア ル

　 （a） ロ
ー

デ ィ ン グマ ニ ュ ア ル の 備 え 付 けが 要 求 され な い

　　船 舶 を IACS　UR 　S1 に 基づ き 明確 に し た。

　（b）．E記 （a）の 船 舶 に は積付上 の 注 意事項 を復原 性資料

　　等 に 記載 す る 旨の 規 定 を現 行 の 検 査 要 領 C15 か ら移 行

　　 し，そ の 他 は C 編を 準用 した c

431998 年 12月 25 日付改正

4．3．1 鋼船規則検査 要領 C 編

C34 ロ
ー
ディングマ ニ ュ ァ ル 及び積付計算機

（1） 標 準 的 な 積 付 ／荷 揚 げ 手 順 （Loading／unloading

　Sequence　Summary ）につ い て ， 均 等 積 み と不 均 等 積 み 以

　外に も記載すべ き積付 状態 と して ， 次 の もの を新造 ば ら

　積貨物 船等 に 対 し て 追加 し た。た だ し，こ れ らの 積付 状

　態と不 均等積 は船 に よ っ て は 必 ず し も行なわ れない こ と

　 を考慮 し て ，設計条件 と し た場合 の み そ れ ぞ れ の 積付状

　態の 記 載 を必 要 と した 。

　  　多港積 付 ／多港 荷 揚げする積付状 態

　   短 期 航 海 で の 積 付 状 態

　   　 FF「板 上 積 付 状 態

　  隣接す る 2 つ 以上 の 貨物倉への 部 分的 な 積付 状態

　　 （隔倉積 み で は な い もの ）

（2）荷役作業中の 各般 1砦の 区 切 を明 確 に し，ス テ ッ プ と し

　 て 定義 を した。

　 ま た ，現存ば ら積貨物船等 に 対 して は ，上 記  の み を 追

加 した。こ こ で ，新 造 船 とは 1998 年 7 月 10 以 降 に 建 造

契約された 船舶 と し て ，こ の 改正 に よ る 要件 を遡 っ て 適 用

す る。

付録　喫水の 変化に応 じた許容積載貨物重量 に つ

　 　 　 い て

　船 の 乾玄長 さLfが 150m 以 上 の ばら積貨物船，鉱石 運 搬

船 及 び兼 用 船 の 新船 （1998 年 7 月 1 日以 降建 造契約 を 行 っ

た も の ）を 対 象 と して ，鋼船規則 C 編 34 章 34．2．2−1．（3＞及

び 34．2．3−1．（1）に お い て ロ
ー

デ ィ ン グマ ニ ュ ア ル への 記載

と積 付 計算機 の 追 加 の 計 算機 能 が 要 求 され る。こ の うち喫

水 の 変 化 に応 じ た 各貨 物 倉及 び 隣接す る 2 つ の 貨物倉 に 対

す る許 容 積 載 貨 物 重 量 に つ い て，そ の 取 り扱い を検査 要領

に 規 定 した。本 付 録 にお い て，こ の 喫水 をパ ラ メ
ー

タ と し

た 許容積載貨物 重 量 に っ い て の 考 え方 を述 べ る。

1．単貨物倉の 許容積載貨物重量

こ れ ま で ロ
ーデ ィ ン グ マ ニ ュ ア ル が 対 象 と し て い た もの
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は ， 基 本的 に は航行中の 標準積付 に対す る縦強度 を対 象 と

して い た。
一

方，こ の 新 しい 要件 は，荷役 作 業 中の 無 理 な

積付／荷揚げを行 うこ とに よ る 船体損傷や 事故 を 防止 す る

こ とを 目的 と し，
−
r．g 底局 部強 度を対 象 と した もの で あ る。

　 こ こ で 荷 役 作 業 を想 定 して ，7Hold 船 がバ ラ ス ト状態 で

ターミナ ル に人 港 し， 積付 を 開始 し た と仮定す る。バ ラス

ト状 態 か らバ ラ ス トを排出 し なが ら積付 を 開始 し，こ の 積

付 の 1stス テ ッ プ に No ．3　Hold の み に 当該 Hold に 積載予

定の 貨物を すべ て 積付 した とす る。こ の 場 合，当然喫水 は

い ま だ 浅い 状態に もか か わ らず，こ の 貨 物 倉 の 貨 物 に よ る

荷重 は ほ ぼ満載状 態 とな る 。
つ ま り，二 重 底 に と っ て 見れ

ば，船底 か らの 浮 力 と して 作 用 す る水 圧 に比 べ ，貨物 に よ

る鉛 直 下向 き の 荷 重 が 大 き くな り，二 重底局 部強度 に と っ

て設 計 時 の 想 定荷重 を超 え る厳 しい 積付状態 とな る。そ の

結 果，二 重 底 内底 板等 が座屈す る等の 損傷が 発 生す る 可能

性 が あ る。こ の よ うな船体損傷 を 引 き 起 さず ， 船 体 に とっ

て 安全 な状態 で 積付等 が行える よ うに ， こ の 新 しい 要 件 を

設けた もの で ある。

　本 会 の 鋼船 規 則 検 査 要 領 に 喫水 の 変化に応 じた 各貨物倉

の 許 容積載貨物 重 量 の 取 り扱 い を規 定す る に あ た っ て は ，

以 ドの 考え 方に 基 づ い た。

（1＞設 計 時 の 荷重条件を べ 一ス に して ，積付 ・荷揚げの 荷

　役作業 時や設計条件 となっ た 標準積付以 外 の 積付状態 の

　局 部 的 な強 度 に 対 し て の 指針 と 考 え る。従 っ て ，縦 強 度

　は満足 して い る こ とを前提の 下 に，二 重底 の せ ん断 強 度

　の み に着 目し，簡易的な 手法を用い る こ と とす る。

（2＞ 当該 ホ
ー

ル ドの 計 画満載状態又 は バ ラ ス ト状 態 の 船 体

　に働 く 1： ド方向の 内外圧 差をベ ー
ス に，こ の 内外圧 差 と ，

　喫水 が 変化 して も貨物及 び 二 重底 バ ラス トの 下 向 き荷 重

　及 び 船底 に 働 く水 圧 に よ る 上 向 き荷 重 に よ る内 外 圧 差 と

　が 同値 とな る よ う，喫水 をパ ラ メータ と して 最 大 許 容 及

　び 必 要最小積載重量を求め る こ と と した。

（3＞二 重底構 造部材 寸 法 が ，そ の 決 定 手 法 （規 則 算 式 乂 は

　直接強度計算）に か か わ らず ， 計 画 され た 積付 条 件 の も

　とに 既 に 定め られて い る こ とを前提 とす る。っ ま り，二

重底強度 の 安全 を 担保 で き る積 付 は，直接 強度 計 算 ま た

　は規則 算式者 し くは こ れ らの 結 果 を も とに検討 され た 上

　で ，本会の 承 認 を受 けて い る こ とを 前提 と し て ，許 容 重

　量 を求 め る こ と と し た。

（4）各 貨 物 倉 を Ore　Hold（隔倉積 で 貨物 を積載す る 貨物

倉），Empty　Hold（隔 倉積 で 空倉とな る 貨物倉），　 Ballast

Hold（バ ラ ス ト水 を積 載 す る貨物 倉〉に 区分 し，そ れ ぞ れ

　につ い て ， 上 記 （2＞の 二 重 底 構 造 寸 法 を 決定 し た 最も厳

　しい 積付状態 か ら最大許容 及 び 必 要 最小 積載貨物重量 を

　求 め る。

（5＞港 湾 内 を想 定 した 場合 の み，波浪変動荷重の 軽減 を考

　慮 で き る こ と と し，そ の 程度 は，二 重底部材寸法の 決定

　手法 （規則算式 又 は 直接強度計算）に応 じて，港湾内を想

　定 し て 用い る そ れ ぞ れ の 軽 減値 と同 じもの とす る。

（6）考慮す る積載重 量 に は ，
二 重 底 に積載す るバ ラ ス ト重

　量が 含 まれ る こ とを 明確 に し，そ の 取 り扱 い を 実 際の 運

　用 を考 慮 して 定 め る こ とと した。

（7） 上 記 （2）及 び （3）に 関連 し，改正 規則 に 従 っ て 求 め られ

　 る最 大 許 容 及 び 必 要最小 積載重 量 よ りも大きい 値若 し く

　は 小 さい 値 に 設定 し た い 場合 に あっ て は ， 別 途強 度検討

　を行 うこ とを条件 に 可 能で ある 旨を 明 文化 した 。

（8） ば ら積貨物密度 3．O　t／m3 以 上 の 高密度 貨 物 や Steel

Coil を積載す る等 ， 設 計時 に計画 され た積付 か ら大きく

異 な る積 付 に 対 して は ， 無 条件 で こ の 許容重 量 を用い る

　こ とは で き な い 旨の 記 述 を ロ
ーデ ィ ン グマ ニ ュ ア ル に 記

　載す る こ と と した。

　 こ の 規定 を あ る船舶 に 対 し て 適用 し た計算結果例 を 図．1

に 示 す。

2，隣接する 2 つ の 貨物倉の 許容積載貨物重量

　隣接 2 ホ ール ドの 許 容 積 載 重 量 につ い て は，概 念 的 に は

単貨 物 倉 と同 じく二 重 底 せ ん 断 強 度 に着 目 した が，次 に 示

す こ とを 前提 と した。

（1） 縦 強 度 は 許 容 値 内 に あ る こ と。

（2） 上 記 単 貨 物 倉 の 許容 積載荷 重 は満 足 して い る こ と。つ

　ま り，二 重 底 構 造 部 材 は ，計 画 され た 積付 条件の も とで

　は，強 度 上 十 分 に 担保 され て い る こ と。

（3＞ ヒ記 に 関連 して ，検討対象 とす る積付 は ，例 え ば，

Cape 　 size の ば ら積貨物 船 で 縦 強 度 を 満足 す る と して ，

　Empty 　 Hold に Ore 　Hold 並 み の 貨物重量 を 積載す る。

　No．1，　2，5，6，9Hold を ほ ぼ 満載 に し て，残 りを空倉 とす

　る よ うな設計上 全 く計画 され て い な い Block　Loading 等

　を 対 象 とす る の で は な く，積載貨物 の 種 類 の 違 い か ら

Slack　Loadingや計画された 標準積付状態か ら若干 異な

　 っ た積付 を行 う揚合 を対 象 と す る．

（4） 許 容 最 大積載 重 量 は ，満載喫水で 各貨物倉 の 均 等積 に

お ける 最大積載重量 の 合計（Wh 。］．｝T。t、1 とい う）をベ ー
ス と

す る。た だ し，こ の Wh 。、n。．，【b ，al
よ りも Ore　Hold の 貨 物重

量 （W 。，e．F。11 とい う）が 大 き い 場 合 に は ，こ の W 。．e．F。11 をベ

ー
ス とす る こ とと した。なお，Wh 。m 。−T。taT をベ ー

ス に した

場 合 に は，満載喫水 で Wh
。m 。
．1，。taT

− W
。re．1，、，tl＝△W の 差 分

　が Empty 　Hold に積 載 可能 とな る が
， 通 常 直接 強 度計算

　に よ る二 電底寸法決定で は 隔 倉積 が 支配 的で あ り許 容 応

カ
ー

杯 で 設 計 され る こ と を 考 慮 し て ，こ の △ W を

Empty 　Hold に 積載す る こ と を禁 lkす る 旨の 規定 を設 けた 。
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  必 要最小 積載貨物重量 は，単貨物船の もの と1司様 に ヘ

　 ビーバ ラス ト状 態をベ ース と し た。

　なお ， 1／2＋2＋1／2 ホー
ル ドモ デル に よ る FEM 解析 を

行 い ，隣接す る 2 ホー
ル ド間に あ る 横隔壁 の 支 持 条件の 影

響，つ ま り隣接す る貨物 倉 の 積載 重 量 の 変化 に よ る 曲げの

影 響，及 び 改 止 規 定 に お い て 隣 接 2 ホール ドの 許 容 最 大積

載重 量 を各貨物倉 の 均 等積 に お け る最大積載 重 量 の 合計 を

べ 一ス と した こ との 妥 当性 を確認 した。

8． 鋼船規則 C 編及び CS 編並びに 同検査 要領 C 編 に お ける改正 点の 解説

　　　　　　　　　　　　　 （鋼材の 使用 区分関連）

1． は じめに

　平 成 10 年 7 月 1 日付 け 規 則 第 27 号 （日本 籍船用 。 外 国

籍船 用 は 規 則 第 34 号） に よ り鋼船 規則 C 編 1 章及 び CS

編 1 章及 び 「司 日付 け 達 29 号 （口本籍船用。外 国籍船用 は 達

34号） に よ り鋼船規則検査 要領 C 編 C1 の 鋼材の 使用区分

に 関す る 規定が 改正 された e 本改正 は ，平成 10 年 7 月 1

日 付 け に て 施 行 され た 。以 下，改正 され た 内 容に っ い て 解

説す る。

2．改正 の 背景

　現 行 鋼船 規 則 C 編 で 規定 す る鋼材 の 使 用 区分 は ， K 概 念

一脆 性 破壊発 生 特 性 を基 礎 とす る 理 論
一

に 基 づ い て ，適 用

対象を 90m 以上 の 船舶，板厚 50mm まで の 鋼材の 使用区

分 を評価 し，1980 年 に 改 正 した もの で ある。また，90m

未 満 の 船 舶 （鋼船 規 則 CS 編 ） に 対 し て も，鋼船規則 C 編

の 規定を 適用す る こ と と し て い た。そ こ で は ，材料 ク ラス

別 に設定 された 要求破壊靭性値 （設定温 度 OCCに お ける 応

力 と亀 裂長 さの 設 定値に 対 応す る 値） が 評価基 準 と し て 用

い られ て い た。

　 し か し，1980 年 以 降，材料で は，TMCP 鋼 （靭性を

高め る た め に 製造工 程 に お い て 高度 な処 理 を し た 高張 力

鋼） が使用されだ した こ と，コ ン テ ナ 船 の 大型化 に よ り，

板厚 が 50mm を超 える材料 が 使用 され 始 め た こ と及 び 高

張力 鋼 を 多用 し た VLCC の サ イ ドロ ン ジ に 多数 の 亀裂 が 発

生 した な どの 事情 の 変化 が あ っ た。

　
一

方，IACS で は，90m を超 え る船舶 の 鋼材 の 使用 区 分

に つ い て ，1978 年 に UR と し て ，　 S6 （以 下，1日 S6 とい

う。） を制 定 した。こ の 旧 S6 は ， 1980年 に
・
部 改正 され

た。ま た，IACS は Recommendation　 No，7 （以 下，　 R．　No．

7 とい う。） と して，低 温 海 域 （
一

日の 平 均 気 温 の 最 低 値

が
一20℃ 以 下 とな る よ うな海域） を就航す る船 舶 の 鋼材使

用 区分 を 1980年 に定め た。そ の 後 IACS で は，鋼材 の 規

格 に対 す る UR の 改 正 （F 級 鋼 の 取 り入 れ ，
　 D 級 鋼 の 衝 撃

試 験 温 度 の 変 更 等 ） に 関連 し， 上 記 旧 S6 及 び R．　No．7 の

見 直 しが行 われ ，そ の 結 果，
一

般 船 舶 に 対 す る 鋼 材 の 使 用

区分 及 び低 温 海 域 を就 航 す る船 舶 の 鋼 材 の 使 用 区分 を統
一

して UR ／新 S6 と し ， 1996年 に制 定 した。なお ， 改正 の べ

一ス は，DNV の Arctic　Ice　Ruleに基 づ い て お り，
一

般 船

舶 に つ い て，旧 S6 で は設 計温 度 （鋼材 が 曝 され る最 低 温

度 ） を 0℃ と して ， 使 用 区 分 を 定 め て い た が，新 S6 で は，

喫水 線 下 の 設計 温 度は 0℃ と し，喫水線 上 の 設計温 度 を一

10℃ と して 板厚 50mm ま で の 鋼材 の 使用区分 を定 め て あ

る。

　 こ の よ うな状況 か ら，鋼船規則 c 編 及 び CS 編及 び 同検

査要領 の 鋼材の 使用 区分関連 の 規定を見 直す こ ととし た。

な お，今回 の 改 正 で は ， 新 S6 の 規 定の
一

部 で あ る低 温海

域 を航 行 す る船 舶 に 対 す る鋼材 の 使 用 区分 につ い て は ， 適

用 され る船 舶 が 少 な い と考 え，
一

般 船 舶 に 対 す る 改 正 をま

ず行 うこ と と した。

3．改正 の 内容

3．1 鋼材 の 使用区分 に つ い て

　付録 に示す検討方針，評価手順 に基 づ き IACS　UR／S6に

定 め る 鋼材 の 使 用 区 分 を 評価 し，そ の 妥当性 を 確認 し，そ

れ を取 り入 れ た。

3．2　主 な改正 点

3．2．1 鋼船規則 C 編及び同検査要領 の 改正 点

（1）鋼船規則 に お い て は，板厚 50mm まで の 鋼材 の 使 用 区

　分を規定 し，板厚が 50mm を超え 70mm 以 下 ま で の 鋼

　 材 の 使 用 区分 を 検 査 要 領 で 示 す こ と と した。

（2）鋼船規則 に お け る主な 改 正 点を 以 下 に 示 す。

　（a）船 の 長さが 250m を超える船舶 の 中央部 0．4L 問 の 玄

　 側 厚 板 及 び梁 上 側 板 の 鋼 材 の 使 用 区 分 を表 1に示 す。

　 （b＞船 の 長 さが 250m 以 下 の 船 舶 の 中央 部 0．4L 問 の 玄側

　 厚 板及 び 梁 上側 板 の 鋼材 の 使 用 区分 を表 2 に 示 す。

　 　中 央 部 0．4L 間 に あ る強力 甲板 の 縦 通 隔壁 板 に 隣接 す る

　　
一

条 及 び 強 力 甲板 の 倉 口 隅 部 （大 き い 倉 ［ を 有 す る場

　 合 ） に つ い て も ，
こ れ と同様 に 改 正 し た。

　（c） ビ ル ジ外 板 に つ い て は，船 の 長 さが 250m を超 え る

　 船 舶 に 対す る規定 を 追 記 した u こ れ に よ り旧 規則で ，

　 船 の 長 さが 150m を超 え る 船 舶 に対す る 規定 を，船 の

　 　長 さが 250m を超 え る もの と船 の 長 さが 150m を超 え

　 250m 以下 の 船舶 の 規定 に 分け る こ と と した （表 3 参

　 照 ）。また，船 の 長 さが 250m を超 え る 船 舶の ビ ル ジ

　 外 板 に っ い て は，表 3 に 示 す 中央 部 0．4L 間以 外 の 範囲

　　に お い て もすべ て D／DH 級 鋼以上 の 鋼種 を要求 す る こ

　　と と し た （表 4（1＞及 び表 4 （2）参 照 ）。

20

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


